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航海訓練所・海技教育機構の概要航海訓練所・海技教育機構の概要航海訓練所・海技教育機構の概要

３級海技士
（航海・機関）
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商船系大学（２）
【航：85名 機：75名】

商船系大学（２）
【航：85名 機：75名】

海上技術短期大学校（２）
【航・機：200名】

海上技術学校（５）
【航・機：140名】（19年度）

海上技術短期大学校（２）
【航・機：200名】

海上技術学校（５）
【航・機：140名】（19年度）

商船高等専門学校（５）
【航：100名 機：100名】

商船高等専門学校（５）
【航：100名 機：100名】

海技大学校（２）
【航：15名 機15名】

海技大学校（２）
【航：15名 機15名】

日本丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,570ﾄﾝ
実習生定員 120名

日本丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,570ﾄﾝ
実習生定員 120名

委託

海王丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,556ﾄﾝ
実習生定員 108名

海王丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,556ﾄﾝ
実習生定員 108名

銀河丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 6,185ﾄﾝ
実習生定員 180名

銀河丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 6,185ﾄﾝ
実習生定員 180名

青雲丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 5,890ﾄﾝ
実習生定員 180名

青雲丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 5,890ﾄﾝ
実習生定員 180名

大成丸（ﾀｰﾋﾞﾝ）
総トン数 5,886ﾄﾝ
実習生定員 140名

大成丸（ﾀｰﾋﾞﾝ）
総トン数 5,886ﾄﾝ
実習生定員 140名

座 学 乗船実習

７校

360名

７校

360名

９校

370名

９校

370名

合計 16校 730名
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○内航船員の最大の供給元として、安定的な船員の
養成を行う。

○実務教育として、技術教育訓練やキャリアアップ
教育を実施する。

○一般大学、高校等の卒業者を対象とする課程を拡充
するとともに、新たな課程を設置するなど、船員不足
への対応を図る。

【海技教育機構の業務】

○５隻の練習船によって、商船系国立大学、商船高等専
門学校及び海技教育機構を合わせて１６校の学生に対
する航海訓練を効率的に実施。

○社船を活用した教育訓練の複線化など、様々な改革
を行いつつ、各船員教育機関から学生等を受け入れ、
一元的に質の高い航海訓練を行う。

【航海訓練所の業務】
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航海訓練所・海技教育機構の概要航海訓練所・海技教育機構の概要航海訓練所・海技教育機構の概要
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日本丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,570ﾄﾝ
実習生定員 120名

日本丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,570ﾄﾝ
実習生定員 120名

海王丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,556ﾄﾝ
実習生定員 108名

海王丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･帆船）
総トン数 2,556ﾄﾝ
実習生定員 108名

銀河丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 6,185ﾄﾝ
実習生定員 180名

銀河丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 6,185ﾄﾝ
実習生定員 180名

青雲丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 5,890ﾄﾝ
実習生定員 180名

青雲丸（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）
総トン数 5,890ﾄﾝ
実習生定員 180名

大成丸（ﾀｰﾋﾞﾝ）
総トン数 5,886ﾄﾝ
実習生定員 140名

大成丸（ﾀｰﾋﾞﾝ）
総トン数 5,886ﾄﾝ
実習生定員 140名

座 学 乗船実習

16校
730名 独

立
行
政
法
人
航
海
訓
練
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海技大学校
海技大学校

海技大学校児島分校
海技大学校児島分校

東京海洋大学
東京海洋大学

富山商船高等専門学校
富山商船高等専門学校

神戸大学
神戸大学

鳥羽商船高等専門学校
鳥羽商船高等専門学校

弓削商船高等専門学校
弓削商船高等専門学校

広島商船高等専門学校
広島商船高等専門学校

大島商船高等専門学校
大島商船高等専門学校

波方海上技術短期大学校
波方海上技術短期大学校

小樽海上技術学校
小樽海上技術学校

清水海上技術短期大学校
清水海上技術短期大学校

宮古海上技術学校
宮古海上技術学校

館山海上技術学校
館山海上技術学校

口之津海上技術学校
口之津海上技術学校

唐津海上技術学校
唐津海上技術学校

委 託

160名

200名

200名

140名

30名



○ 四面を海に囲まれた我が国においては、貿易量の９９％貿易量の９９％、国内貨物輸送量の３８％国内貨物輸送量の３８％を海運が担い、また国内航
空を上回る年間延べ１億人が旅客航路を利用延べ１億人が旅客航路を利用しており、日本人船員を安定的・継続的に確保・育成して行くこ
とは国民生活、国民経済を支える上で死活的に重要

○ 外航日本人船員外航日本人船員はピーク時の57,000人から約2,600人へと2020分の分の11以下に激減以下に激減（（非常時をも想定して平時から一
定程度（約5,500人）の日本人が必要）

○ 内航船員は高齢化が著しく進展し（内航船員は高齢化が著しく進展し（4545歳以上が歳以上が64%64%）、後継者不足が顕在化）、後継者不足が顕在化しており、５年後に約５年後に約1,9001,900人、人、
1010年後に約年後に約4,5004,500人程度の船員不足人程度の船員不足が生じるおそれ

○ このような状況を放置すれば、これまで「安全性が高く、環境負荷が低い」という長所を有していた我が国我が国
海運の安定性、安全性、信頼性の確保、海技の世代間の伝承に致命的な影響海運の安定性、安全性、信頼性の確保、海技の世代間の伝承に致命的な影響を生ずるおそれが強いことから、
日本人船員の確保・育成は喫緊の国家的課題日本人船員の確保・育成は喫緊の国家的課題

整理合理化案のポイント①整理合理化案のポイント①整理合理化案のポイント①

国の重点施策

資料５－２

○ 平成19年2月から、交通政策審議会海事分科会（ヒューマンインフラ部会）において審議

「船員の確保・育成について、船員を
①集め、②育て、③ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟを図り、④陸上海技者への転身を支援する①集め、②育て、③ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟを図り、④陸上海技者への転身を支援する

の４つの施策を柱として推進することが適切」

○ 上記施策を実現するため、海上運送法の一部改正海上運送法の一部改正及び所要の予算要求所要の予算要求を行うことにより次世代
を担う船員の確保・育成を強力に推進



安定的な海上輸送の確保に関する基本方針（国土交通大臣作成）安定的な海上輸送の確保に関する基本方針（国土交通大臣作成）

海上輸送確保計画（船舶運航事業者等作成）海上輸送確保計画（船舶運航事業者等作成）

（１） 本邦外航海運事業者の国際競争条件の均衡化を通じた国際競争力の確保

（２） 安定的な海上輸送の核となるべき日本籍船・日本人船員の確保

（３） 船員を、「集め、育て、キャリアアップを図り、陸上海技者への転進を支援する」

（１）（１） 本邦外航海運事業者の国際競争条件の均衡化を通じた本邦外航海運事業者の国際競争条件の均衡化を通じた国際競争力の確保

（２）（２） 安定的な海上輸送の核となるべき安定的な海上輸送の核となるべき日本籍船・日本人船員の確保

（３）（３） 船員を、船員を、「集め、育て、キャリアアップを図り、陸上海技者への転進を支援する」

国 土 交 通 大 臣 の 認 定

船員の確保・育成を図るための措置

課税の特例（トン数標準税制）の適用
適切な計画遂行の担保措置（勧告、公表等）
日本籍船に対する譲渡規制
航海命令の適用

国の資金の確保
船員関係法令の特例措置
船員教育機関の協力

安定的な国際海上輸送の確保を図るための措置

海上運送法の一部改正海上運送法の一部改正海上運送法の一部改正

制度概要（海上運送法）制度概要（海上運送法）

施策の目的施策の目的



船員確保・育成等総合対策事業

海上運送法等の一部改正による船員確保育成対策の強化を踏まえ、船員の計画的雇用、外航日本人船員（海技者）の
確保・育成等を推進するとともに、海事地域における人材確保連携事業を実施する。

○ 外航日本人船員は、厳しい国際競争の中、３０年間で約５万７千人から約２，６００人へと極端に減少。
○ 内航船員は、高齢化が著しく(４５歳以上が６４％)、将来的に約２割程度の船員不足が生じるおそれ。

〈船員を取り巻く状況〉

予算制度の軸足を従来型の離職者対策から、次世代を担う船員の確保・育成に大転換
○ 中小・零細事業者が大多数を占める内航海運事業者及び中小外航海運事業者に対する船員確保・育成策に重点化。

〈基本的考え方〉

海事地域人材確保連携事業
財政力の弱い海事都市における海事関係の人材確保・育成に資する取り組みを支援

海へのチャレンジフェア
就職面接会と海事産業のＰＲ

外航日本人船員（海技者）確保・育成事業（継続）
海技者人材確保促進調査
陸上海技者の資格のあり方に関する調査等

海事地域の振興

陸上海技者への転身を支援する

海上運送法上のスキームにより、国土交通大臣の基本方針に従って船員確保育成に係る計画を認定
船員を①集め、②育て、③キャリアアップを図り、④陸上海技者への
転身を図るための措置を支援するとともに、海事地域の振興を図る。

船員計画雇用促進等事業（助成事業の拡充・強化）
新たな船員供給源（退職自衛官、女子船員等）からの船員確保・育成の推進、資格取得の支援
船員の計画的採用及び育成の促進。海上運送法による計画認定を受けた事業を優先・優遇
船舶管理会社等によるグループ化を活用した船員の計画的な確保・育成の推進

キャリアアップを図る

〈〈船員確保・育成等総合対策事業の内容船員確保・育成等総合対策事業の内容〉〉

集 め る 育 て る

２１７百万円
（前年度 ８１百万円）



整理合理化案のポイント②整理合理化案のポイント②整理合理化案のポイント②

事務・事業及び組織の見直しに係る具体的措置

第２期中期計画に加え、交通政策審議会海事分科会及び平成１８年度に設置された「船員教育のあり方に関

する検討会」の検討結果を踏まえ、見直しを実施（別紙のとおり）

第２期中期計画に加え、交通政策審議会海事分科会及び平成１８年度に設置された「船員教育のあり方に関

する検討会」の検討結果を踏まえ、見直しを実施（別紙のとおり）

航海訓練所

第２期中期計画に加え、交通政策審議会海事分科会及び平成１８年度に設置された「船員教育のあり方に

関する検討会」の検討結果を踏まえ、以下の見直しを実施

○ 宮古校の専修科への切り替え（平成20年度から募集開始）

○ 上級海技士資格取得コースの見直し（第２期中期計画期間中（H18～22）に入学定員のスリム化を図る）

○ 授業料の段階的な引き上げ（２年毎に行い、公立高等学校の水準に引き上げる計画）

○ 本部と各学校（９校）の人員配置の見直し（第２期中期計画期間中（H18～H22）に一層の効率化を図る）

○ 一般管理費の削減（第２期（H18～H22）において６％）

○ 業務経費の削減（第２期（H18～H22）において２％）

○ 人件費の削減（第２期（H18～H22）において５％）

第２期中期計画に加え、交通政策審議会海事分科会及び平成１８年度に設置された「船員教育のあり方に

関する検討会」の検討結果を踏まえ、以下の見直しを実施

○ 宮古校の専修科への切り替え宮古校の専修科への切り替え（平成20年度から募集開始）

○ 上級海技士資格取得コースの見直し上級海技士資格取得コースの見直し（第２期中期計画期間中（H18～22）に入学定員のスリム化を図る）

○ 授業料の段階的な引き上げ授業料の段階的な引き上げ（２年毎に行い、公立高等学校の水準に引き上げる計画）

○ 本部と各学校（９校）の人員配置の見直し本部と各学校（９校）の人員配置の見直し（第２期中期計画期間中（H18～H22）に一層の効率化を図る）

○ 一般管理費の削減（第２期（H18～H22）において６％）

○ 業務経費の削減（第２期（H18～H22）において２％）

○ 人件費の削減（第２期（H18～H22）において５％）

海技教育機構



航海訓練所改革案のポイント（別紙）①航海訓練所改革案のポイント（別紙）①航海訓練所改革案のポイント（別紙）①

社船を活用した訓練の複
線化

社船を活用した訓練の複
線化

推進
推進

次期通常国会において海上運送法を改正
社船による訓練の実施に係る大臣認定を受けた事業者について
は、航海訓練所による遠洋航海を必要としないこととする

次期通常国会において海上運送法を改正
社船による訓練の実施に係る大臣認定を受けた事業者について
は、航海訓練所による遠洋航海を必要としないこととする

帆船実習の義務付け
帆船実習の義務付け 廃止

廃止
改正海上運送法施行時までに、省令改正等により措置
改正海上運送法施行時までに、省令改正等により措置

帆船実習の時期・期間
帆船実習の時期・期間 見直し

見直し
19年度内に航海訓練所と委託機関との間で対応策について協
議、対応可能な部分から前倒しで実施の上、20年度内に一定の

結論を得ることとする

19年度内に航海訓練所と委託機関との間で対応策について協
議、対応可能な部分から前倒しで実施の上、20年度内に一定の

結論を得ることとする

タービン練習船の廃止及
び小型練習船の導入

タービン練習船の廃止及
び小型練習船の導入 検討

検討
19年度中に技術専門家による検討委員会を設置
具体的導入方策について、20年度に海事局予算で調査費
を要求

19年度中に技術専門家による検討委員会を設置
具体的導入方策について、20年度に海事局予算で調査費
を要求

１．燃料効率が低
いﾀｰﾋﾞﾝ船の廃
止により国費を
縮減

２．陸上における
ﾀｰﾋﾞﾝ訓練に
係るシステムを
構築

１．燃料効率が低
いﾀｰﾋﾞﾝ船の廃
止により国費を
縮減

２．陸上における
ﾀｰﾋﾞﾝ訓練に
係るシステムを
構築

１１

２２

３３

４４

「船員教育のあり方に関する検討会」の報告内容「船員教育のあり方に関する検討会」の報告内容
措置状況
措置状況

備 考
備 考



航海訓練所改革案のポイント （別紙）②航海訓練所改革案のポイント航海訓練所改革案のポイント （別紙）②（別紙）②

外国人船員教育
外国人船員教育

実施
実施

19年9月航海訓練所とフィリピン国アジア太平洋海事大学との間
で「航海訓練に係る協力関係に関する協定書」を締結、10月１日

から実習訓練を開始。引き続き実習規模の拡大に向け調整

19年9月航海訓練所とフィリピン国アジア太平洋海事大学との間
で「航海訓練に係る協力関係に関する協定書」を締結、10月１日

から実習訓練を開始。引き続き実習規模の拡大に向け調整

30名×2ヶ月
19年度寄付金収入

1,500万円

30名×2ヶ月
19年度寄付金収入

1,500万円

練習帆船の有効活用
練習帆船の有効活用

推進
推進 青少年をはじめとする一般国民を対象とする体験クルーズを20

年度から本格的に実施。また、海の月間、夏休み等において積
極的なＰＲの展開を図る

青少年をはじめとする一般国民を対象とする体験クルーズを20
年度から本格的に実施。また、海の月間、夏休み等において積
極的なＰＲの展開を図る

19年度 試行４回
19年度 試行４回８８

９９

自己収入の拡大
自己収入の拡大

調整
調整 20年度から、訓練委託費（現行1人・１月、3,000円）について段

階的な引き上げを図ることとして、関係教育機関と協議を開始

20年度から、訓練委託費（現行1人・１月、3,000円）について段

階的な引き上げを図ることとして、関係教育機関と協議を開始

文部科学省系教育
機関は反対
今後要調整

文部科学省系教育
機関は反対
今後要調整６６

「船員教育のあり方に関する検討会」の報告内容「船員教育のあり方に関する検討会」の報告内容
措置状況
措置状況

備 考
備 考

船社と教育訓練機関との
連携

船社と教育訓練機関との
連携 強化

強化 19年度中に、定例的な意見交換の場として、外航連絡会議、内
航連絡会議（仮称）を設置の予定

19年度中に、定例的な意見交換の場として、外航連絡会議、内
航連絡会議（仮称）を設置の予定

日本船主協会等と
の連携推進

日本船主協会等と
の連携推進５５

陸上就職決定者等に対
する遠洋航海の廃止

陸上就職決定者等に対
する遠洋航海の廃止 調整

調整 陸上就職決定者等海技資格を必要としない者に対する遠洋航海
等（６ヶ月～１年）の義務付けの廃止。それによる国費の縮減

陸上就職決定者等海技資格を必要としない者に対する遠洋航海
等（６ヶ月～１年）の義務付けの廃止。それによる国費の縮減

文部科学省系教育
機関は反対
今後要調整

文部科学省系教育
機関は反対
今後要調整７７



整理合理化案見直しの考え方①整理合理化案見直しの考え方①整理合理化案見直しの考え方①

航 海 訓 練 所

独立行政法人で行

うことの必要性に

ついて検討

○ 海洋国家である我が国にとって、船員の確保・育成策について、強化することが必要

○ 航海訓練の実施は、国際条約（国際条約（STCWSTCW条約）条約）で必要事項として義務付けられており、国
がその履行につき責任を負う

○ 学校教育の一環として行われるものであることから、特定の会社等の利害につながら
ないよう公正・中立な公正・中立な者が者が実施することが不可欠

○ 航海訓練所は、５隻の練習船５隻の練習船によって、国立の機関である商船系国立大学、商船高等
専門学校及び海技教育機構を合わせ１６校の学生に対する航海訓練を効率的に実施１６校の学生に対する航海訓練を効率的に実施

○ 海運企業企業のの大部分は中小零細企業大部分は中小零細企業であり、離島航路を含むこれら企業には、自らの費
用で新たに船員を養成する余裕はない。ＳＴＣＷ条約を遵守しつつ、海洋国家に不可
欠な船員の養成を行うためには、今後とも基本的に国が責任をもって船員の養成を推
進する現在の体制を維持することが必要

論 点

資料５－３

各船員教育機関から学生を受け入れ練習船により一元的に航海訓練を行う機関各船員教育機関から学生を受け入れ練習船により一元的に航海訓練を行う機関



整理合理化案見直しの考え方②整理合理化案見直しの考え方②整理合理化案見直しの考え方②

航海訓練所

帆船訓練について

は、必要性が低下

しているため廃止

を検討

○ 帆船訓練は、船舶職員に必要不可欠なリーダーシップ、協調性、責任感、忍耐力と
いった資質を涵養する上で大変有効であり、引き続き実施することが必要

○ 帆船は内航用ディーゼル機関を搭載し、実習の大半は汽船と同様内航用ディーゼル機関を搭載し、実習の大半は汽船と同様となっており、帆船
訓練のみを実施している訳ではない

○ 帆船実習の義務付け帆船実習の義務付けをを廃止廃止するほか、帆船実習の時期・期間の見直しについて関係
者間で検討

○ 日本人船員の確保・育成策の具体的な施策の一つとして海への関心を高めることを目
的とした帆船の有効活用を推進帆船の有効活用を推進

○ 船社や船員教育機関など関係者の多くが帆船訓 練を実施することが望ましいと考えて
いる

論 点

事務・事業や組織

の重点化に伴う、

重要度の低い事

務・事業や組織の

廃止・縮小・効率化

○ 練習船隊の構成の見直し練習船隊の構成の見直し、定員の適正化など組織面について一層の合理化・効率化に
向けた体制の整備を図る

○ 社船を活用社船を活用した教育訓練の複線化の推進

○ 自己収入の拡大を図る



整理合理化案見直しの考え方③整理合理化案見直しの考え方③整理合理化案見直しの考え方③

海技教育機構

独立行政法人で行
うことの必要性に
ついて検討

○ 海洋国家である我が国にとって、船員の確保・育成策について、強化することが必要

○ 近い将来、船員不足が深刻化することが確実視されている中、内航海運企業の大部分内航海運企業の大部分

は中小零細企業であり、自社での十分な船員養成ができないことを踏まえれば、内航船は中小零細企業であり、自社での十分な船員養成ができないことを踏まえれば、内航船

員の養成は海技教育機構以外には実施できない。員の養成は海技教育機構以外には実施できない。

○○ 大手外航船社において、一部の教育を実施しているが、大手外航船社において、一部の教育を実施しているが、幅広いキャリアアップ教育に対幅広いキャリアアップ教育に対

応できる機関は海技教育機構だけ応できる機関は海技教育機構だけである。である。

事務・事業や組織
の重点化に伴う、
重要度の低い事
務・事業や組織の
廃止・縮小・効率化

○ 組織の簡素化、定員の適正化、業務の外部委託など組織面について一層の合理化・効
率化を図る

○ 宮古校の専修科への切り替え

○ 授業料の段階的な引き上げ

論 点

座学により主として新人内航船員を養成するとともに船員のキャリアアップ等座学により主として新人内航船員を養成するとともに船員のキャリアアップ等
の再教育を行う機関の再教育を行う機関



整理合理化案見直しの考え方④整理合理化案見直しの考え方④整理合理化案見直しの考え方④

海技教育機構

校舎の統廃合によ

る効率化

○ 安定した船員の確保を図る上で、各地域と密接な関係にある海上技術学校及び全国を

３ﾌﾞﾛｯｸに分けて配置している海上技術短期大学校を維持していくことが必要

○ 内航船員の確保・育成は喫緊の課題であり、養成規模の縮小につながる統廃合はでき養成規模の縮小につながる統廃合はでき

ないない

船員再教育事業に

ついて、海運業界

からの適正な受益

者負担

○ 現在においても一定の受益者負担が行われているが、適正な受益者負担を求める方向

でさらに検討を進めるとともに、新課程の創設にあたっては、適正な負担を導入新課程の創設にあたっては、適正な負担を導入

論 点



整理合理化案見直しの考え方⑤整理合理化案見直しの考え方⑤整理合理化案見直しの考え方⑤

航海訓練所 海技教育機構

府省横断的な統合

や、国交省所管の

研究開発を行う複

数の独法について

一元管理を行うこ

との合理性に着目

した１機関への統

合（海技教育機構

との統合等）

○ 海技教育機構の行う座学教育と航海訓練所の航海訓練は、業務内容が明確に相異して

いるだけでなく、航海訓練所は、航海訓練所は、国立大学等の共同利用施設としての機能を持っている国立大学等の共同利用施設としての機能を持っている

ことから、ことから、文科省系の教育機関と海技教育機構の文科省系の教育機関と海技教育機構の中立性・公平性中立性・公平性のの維持維持が不可欠でが不可欠でああ

るが、統合により困難となるおそれがあるるが、統合により困難となるおそれがある

○ 統合した場合、組織が必要以上に肥大化し、組織管理上の問題が大きい

論 点



実習船 業界負担

大学 ２校 ４．５年 新人教育 国立大学法人 有料 練習船

高専 ５校 ５．５年 新人教育 独立行政法人 有料 練習船

短大 ２校 ２年 新人教育 独立行政法人 有料 練習船 　　　　　　　　　　　　　　　　　  

高校 ５校 ３．５年 新人教育 独立行政法人 有料 練習船 　　（独）海技教育機構

大学 ２校 ～２年 新人・再教育 独立行政法人 有料 練習船

韓国 大学 ２校 ４～５年 新人教育 国立 有料 練習船・商船 ○ 練習船実習のみ国費負担

大学 １校 ４年 新人教育 国立 無料 練習船・商船 ○ 練習船実習のみ国費負担

大学 ６校 ３～４年 新人教育 州立 有料 練習船・商船 乗船実習中は船社から手当が支給

UK 大学 ４校 ３～４年 新人教育 公立 有料 商船 ○
学生は船社に入社した後に入学するため、
学費は船社負担（一部国の補助有り）

大学 ６校 ３～４年 新人・再教育 州立 無料 商船

短大 ２校 1.5～２年 新人教育 州立 商船

大学 １校 1.5～２年 新人・再教育 国立 無料 練習船・商船 ○

短大 ４校 ４．５年 新人教育 国立 無料 練習船・商船 ○

学校 １５校 ２．５年 部員 国立 無料 商船 ○ 乗船実習は船社負担かつ、実習生へ手当の支給

大学 １校 ３～４年 新人教育 国立 無料 商船 ○

短大 ４校 ２～３年 新人教育 国立 無料 商船 ○

世界の船員教育

備　　考

デンマーク

ドイツ

授業料
乗船実習

国名

日本

主要海運国では、船員教育は国又は公的主体が実施。
乗船実習についても、多くの国で国の負担により実施されているが、一部、船社負担により行われている例もあ
り。

ノルウェー

官・民別
教　育
レベル

設置数 教育期間 教育対象

アメリカ

乗船実習は（独）航海
訓練所で実施

文部科学省所管

乗船実習は国費負担

航機両用教育
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